
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移行手段で移送されてくる洗浄された被洗浄小物の付着液を除去する洗浄液除去手段は
、上下対をなす絞りロールと、それぞれの絞りロールに対設されるロール付着液除去手段
とを

特徴とする円盤等の小物洗
浄装置。
【請求項２】
　前記 特徴
とする請求項１記載の円盤等の小物洗浄装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は円盤等の小物、例えば遊戯用メダル又は硬貨等の円盤（以下単に小物という）を
洗浄液で撹拌洗浄し、ついで付着洗浄液を脱水除去する一連の工程を自動的に行う小物洗
浄装置に関する。
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備え、前記上部絞りロールに対設される上部ロール付着液除去手段は、上部絞りロー
ルの回転に追随して移送方向とは逆方向に回転される上部付着液除去ロールから構成され
、該上部付着液除去ロールには、中央部より左右方向にそれぞれ逆方向に捩じれたスクリ
ュー溝が形成され、上部付着液除去ロールの回転に伴いスクリュー溝に流入した洗浄液を
ロール両側端側に移送するように構成されているとともに、前記上部付着液除去ロールが
、重合する被洗浄小物を排除する位置に配備されていることを

上部付着液除去ロールは、上部絞りロールに自重で圧接支持されていることを



【０００２】
【従来の技術】
上記洗浄装置としては、例えば大量の遊戯用メダルの洗浄装置として、洗浄液に浸漬され
た洗浄用回転ドラム内に投入し、該ドラムの回転により洗浄すると共に、これを順次ドラ
ムの一側に移行し、これを取出して絞りロールにより付着液を除去する手段が採られてい
る（例えば特開平６ー３１５５６８号公報参照）。その概略を図５に示す。
【０００３】
　この洗浄装置５０は、洗浄液槽５１内の洗浄液に下部を浸漬した洗浄用回転ドラム５２
と、該回転ドラム内の洗浄完了の被洗浄物を受取りこれを付着液除去手段５３に移送する
移送用コンベア５４とを備える。回転ドラム５２は、パンチングメタル等の通水性材料で
胴部を構成した筒状とし、内部には被洗浄物移送用の複数例えば スクリュー羽根５
５ａ、５５ｂ、５５ｃを筒部内周に添って取付け、その先端は胴部他側に取付けられた掻
上げ羽根５６に連結される。
【０００４】
移送用コンベア５４は通水性の金網、または溝が形成され、移送途中において、被洗浄小
物Ｗに付着する洗浄液は落下し下方の受け樋５７を介して水槽５８に返却される。
【０００５】
付着液除去手段５３は上下対をなす２組の吸水性の絞りロール６０ａ、６０ｂと６１ａ、
６１ｂとよりなる。これにより付着液は除去され、排出シュート６２により排出される。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
この場合、上記付着液除去手段５３の下部絞りロール６０ａに対しては、除去ロール６３
を対設して除去することは可能であるが、上部絞りロール６０ｂは吸水量が飽和量に到達
した後は、絞り作用時に押し出されて図６に示す如く絞り部に水溜まりＡを生じ、上部絞
りロール６０ｂは常に飽和状態以上の水分を含み、従って被洗浄小物Ｗに対する付着液の
除去が困難である。従ってこの絞りロールを２組もしくはそれ以上設けることにより、順
次除去することにより付着水分の除去を行うようにしたものである。しかしこれは部品点
数が増し、装置が大型で、しかも確実に付着液を除去することは困難である等の問題があ
る。
本発明はかゝる点に鑑み、部品点数を減らし装置の簡素化を計り、しかも脱水効率の向上
を計ることを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するための第１の発明は、移行手段で移送されてくる洗浄された被洗浄
小物の付着液を除去する洗浄液除去手段は、上下対をなす絞りロールと、それぞれの絞り
ロールに対設されるロール付着液除去手段とを

特徴とする。
【０００８】
上記の構成からなる本発明は、洗浄液除去手段は、上下対をなす絞りロールと、それぞれ
の絞りロールに対設されるロール付着液除去手段を備えたことにより、絞りロールは余剰
の付着液は除去され、常に吸水可能状態に保持される故、被洗浄小物の脱水は確実に行わ
れ、かつ、従来構造と比して装置の簡素化を計ることができる。
【００１０】
　 上部絞りロールに含まれる洗浄液は、上部ロール付着液除去ロールにより絞
り出され、絞り出された液は該除去ロールの回転に伴い、両側に移行し落下される。
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３個の

備え、前記上部絞りロールに対設される上
部ロール付着液除去手段は、上部絞りロールの回転に追随して移送方向とは逆方向に回転
される上部付着液除去ロールから構成され、該上部付着液除去ロールには、中央部より左
右方向にそれぞれ逆方向に捩じれたスクリュー溝が形成され、上部付着液除去ロールの回
転に伴いスクリュー溝に流入した洗浄液をロール両側端側に移送するように構成されてい
るとともに、前記上部付着液除去ロールが、重合する被洗浄小物を排除する位置に配備さ
れていることを

また、前記



【００１１】
　

【００１２】
　

【００１３】
【発明の実施の形態】
図１乃至図４は本発明の実施例を示す。本発明の小物洗浄装置１は、洗浄液槽２内に下部
を浸漬した洗浄用回転ドラム３と、該洗浄ドラム３により洗浄された被洗浄小物Ｗを受取
り、洗浄液除去手段４に移送する移行手段５とを備える。これら洗浄用回転ドラム３、移
行手段５は従来構造と同一であり説明を省略する。但し６はパンチングメタル等の通水性
材料で構成された胴部、７は胴部内壁に取付けられた被洗浄物移送用スクリュー羽根、８
は胴部の出口側内部に設けられた掻上げ羽根を、また１０は受け樋、１１は水槽、１２は
排出シュートをそれぞれ示す。ただし該回転ドラム３を出口側を下にして傾斜して取付け
ることにより、スクリュー羽根７は必ずしも必要とはしない。
【００１４】
上記洗浄液除去手段４は、上下対をなす絞りロール２０、２１とそれぞれに対設される絞
りロールに飽和以上に付着した余剰液を除去するロール付着液除去手段２２とより構成さ
れる。絞りロール２０、２１は吸水性を有し、かつ被洗浄小物の大きさによってその径、
材質等を選択するもので、特に厚みを有するものは柔軟性が大きい、かつ大径のものを使
用する。
【００１５】
　上記ロール付着液除去手段２２は、上下の絞りロール２０、２１に対設される付着液除
去ロール２３、２４より構成され、上部付着液除去ロール２３は、図３に示す如く、

中央部より左右方向にそれぞれ逆方向に捩じれたスクリュー溝２５ａ、
２５ｂを形成し、それぞれの溝は回転に伴い収納 した洗浄液をロール両側端に移
行 する方向に形成される。なお、下部の除去ロール２４も同一構造としてもよい
が、回転に伴い収納した洗浄液を中央部側に移行し中央部より落下させるよう、上部余剰
付着液除去ロールとは、逆方向にスクリュー溝を刻設することが好ましい。これは両側の
ベアリングに洗浄液の進入を防止するのに有効である。または従来構造と同一のスクリュ
ー溝を省略し、適所から余剰液を落下させるようにしてもよい。
【００１６】
　また上記移行手段５はコンベア構造とし、上部付着液除去ロール２３は、図４に示す如
く、コンベア５より洗浄液除去手段４に移送される被洗浄小物Ｗが重複して移送されるの
を防止するよう適宜間隔を存して対設してもよい。即ちこの上部付着液除去ロール２３は
上部絞りロール２０により移送コンベア５による移送方向とは反対方向に回転される。従
ってコンベア５との間隔を適宜に選択することにより、重複した被洗浄小物Ｗのみを押し
戻して除去すると共に、形成されたスクリュー溝 により左右の横方向に押
し広げられる。
　なおこの際、上部絞りロール２０を下部絞りロール２１に対し図４の位置より若干後方
（排出側）に位置せしめ、上部付着液除去ロール２３を下部絞りロール２１に対して上記
重複した被洗浄小物を移送コンベア５側に押し戻す位置に設けるようにしても良い。
【００１７】
なお、図４において３０は上部付着液除去ロール２３の支持ガイドを示し、該ロール２３
の自重により上部絞りロール２０に圧接支持されるようにしたものである。この際、圧接
力を適宜に選択することにより絞りロール２０から吸収液を絞り出して排出し、該ロール
の残留液量を減少し、これにより該絞りロールの吸収液量を増すことができる。
【００１８】
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更に、上部ロール付着液除去手段はロール構造とし、被洗浄小物の移送方向とは逆方向
に回転することにより、供給される際の被洗浄小物の重なりを解消する作用を兼ねしめる
ことが出来る。

また第２の発明は、前記上部付着液除去ロールが上部絞りロールに自重で圧接支持され
ていることを特徴とする。

それ
の回転軸芯方向の

（流入）
（移送）

２５ａ、２５ｂ



【発明の効果】
以上の如く本発明によるときは、洗浄液除去手段には、上下対をなす絞りロールより構成
し、それぞれに余剰のロール付着液除去手段を対設して設けるようにしたから、絞りロー
ルに吸収された洗浄液は、付着液除去手段により除去される故、各ロールは被洗浄小物の
水分を確実に吸収除去することができる。
またこのロール付着液除去手段としてはそれぞれ付着液除去ロールより構成し、上部付着
液除去ロールは、中央部より左右方向にそれぞれ逆方向に捩じれたスクリュー溝を形成し
、それぞれの溝は回転に伴い収納した洗浄液をロール両側端に移行する方向に形成したか
ら、除去された液は中央付近に蓄積することがなく、常に上部絞りロールを被洗浄小物に
対し、付着液を効率よく除去する状態に保持することができる。
更にまた移行手段をコンベア構造とし、上部付着液除去ロールをこれに適宜間隔を存して
対設することにより、重複して移送される重合された被洗浄小物を押し戻すと共に、形成
されたスクリュー溝により左右の外方に押し広げて一列として付着液除去手段に供給する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の円盤等の小物洗浄装置の説明図である。
【図２】その平面図である。
【図３】上部付着液除去ロールの正面図である。
【図４】上部付着液除去ロールの移送コンベアに対する重複した被洗浄小物の除去要領の
説明図である。
【図５】従来例の円盤状体洗浄装置の説明図である。
【図６】従来例における水溜まりの形成状態の説明図である。
【符号の説明】
１　円盤等の小物洗浄装置
２２　ロール付着液除去手段
３　洗浄ドラム
４　洗浄液除去手段
５　移行手段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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